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若
櫻
神
社
・
高
屋
安
倍
神
社
拝
殿
‖
桜
井
市
で

若
櫻
神
社
と
高
屋
安
倍
神

社
は
、
桜
井
駅
か
ら
南
へ
約

５
５
０
㍍
の
小
高
い
丘
の
上

に
あ
り
ま
す
。
玉
垣
内
に
社

殿
が
並
び
、
拝
殿
か
ら
向
か

っ
て
右
が
若
櫻
神
社
、
左
が

高
屋
安
倍
神
社
で
す
。
い
ず

れ
も
平
安
時
代
の
神
社
一
覧

で
あ
る
「
延
喜
式
神
名
帳
」

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
屋
安
倍
神
社
は
、
少
し

南
の
松
本
山
に
あ
り
ま
し
た

が
、
江
戸
時
代
の
中
ご
ろ
に

長
雨
で
流
さ
れ
、
今
の
場
所

に
う
つ
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

若
櫻
神
社
の
祭
神
・
伊
波

俄
加
利
命
は
、
古
文
書
に

名
が
見
え
ま
せ
ん
の
で
、
恐

ら
く
磐
鹿
六
鴈
命
の
こ
と

で
、イ
ワ
カ
ム
ツ
カ
リ
の「
ム

ツ
」
が
脱
字
し
て
伝
え
ら
れ

た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
孝

元
天
皇
の
ひ
孫
に
当
た
り
、

そ
の
子
孫
が
安
倍
氏
で
す
。

「
日
本
書
紀
」
に
よ
り
ま

す
と
、
景
行
天
皇
の
東
国
遠

征
に
同
行
し
、
ハ
マ
グ
リ
料

理
で
も
て
な
し
た
と
記
さ
れ

て
い
る
「
天
皇
の
料
理
番
」

の
よ
う
な
神
さ
ま
で
す
。

ま
た
、
履
中
天
皇
が
磐
余

の
池
で
妃
と
舟
遊
び
し
て
い

た
と
き
に
、
杯
の
酒
に
季
節

外
れ
の
桜
の
花
び
ら
が
落

ち
、
臣
下
に
調
べ
さ
せ
た
と

こ
ろ
、
桜
の
木
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
吉
兆
だ
と
し
て
天

皇
は
宮
の
名
前
を
「
磐
余
稚

櫻

宮
」
と
名
づ
け
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
若
櫻
神
社
の
名
前

の
由
来
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。高

屋
安
倍
神
社
の
祭
神
は

大
彦
命
（
安
倍
氏
の
祖
神
）

で
す
の
で
、両
神
社
と
も
に
、

全
国
の
安
倍
氏
の
先
祖
を
祭

る
神
社
だ
と
言
え
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

瀨
川
泰
紀
）


